
全国には２１万箇所のため池が存在し，改修が必要とされる老朽化の進んだため池は約２万箇所あります．
台風などの集中豪雨によって，ため池が決壊した時には，下流域に大きな災害が発生する危険性があり
ます 越流許容型ため池は 特殊な土のうを用いることによって 豪雨時に発生する越流に対して高い耐

越流許容型ため池工法は，

大型土のうや補強土工法を用いたため池堤体で，

堤体の一部で越流を許容する機能を持つ

新しいため池堤体の構造 構築技術です

ます．越流許容型ため池は，特殊な土のうを用いることによって，豪雨時に発生する越流に対して高い耐
久性を持っています．さらに，地震に対しても安全です．

●優れた防災機能

・豪雨，洪水時の安全性

・地震時の安全性

●設計・施工

新しいため池堤体の構造・構築技術です．

●設計 施工

・付帯施設（洪水吐・取水施設）の合理化

・堤体断面の縮小

・コスト縮減

洪水時 越流

土のうの作成

洪水時：越流

テール土のう 10～18°

テール土のう形状
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土のうの転圧
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上流

築堤状況下流

土のう背部から，すべり線が発達

築堤状況

築堤後振動実験：加振後
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